
成し. 打払C1の相転移の実験を行った｡ これは更に高圧に拡張することを目標

にしているC (上 田)

銅 L'-ザ一によるラマン効琴の研究 ･

ル ビーの巨大パルスレーザーにLより､物質の高出力光の下でのふるまいを

研究することを開始したD固体の問題が 目標であるが.まず.NO206HSの
/

ⅩerT セルによる巨大パルス レーザ丁で∴ C6島 のラマン効果を実験 し.光の

mixingによる多種多様のスぺク lJレを得たo この方面の実験及び固体への拡

張を準備中であるO (久保田 ,飽M.C.1)

(伊 藤 記)

小 谷 研 究 室

教 授 小 谷 正 ･雄

助教授 福 留 秀 雄
(併任手鏡車)

助 手 森 本 英 樹

大 塚 仁 一也ノ

D.C.の大学院学生はありません｡

(研 究 内容 の 梗 概 )

今年 4月か ら大阪大学基礎工学部に移って､薪らしい研究室を建設中ですO

もつとも_. 2名の助手も東京から移 りましたi,研究題 目の大細は東京大学理学

部で近年行ってきた生体分子の物性に関するものが主ですが.大坂大学には学

部研究所 を通 じて朗遠研究室が多いので.それ らの研究室との相互作用のも̀と

に研究が発鹿してゆくことを希望していますOまた基礎工学部内で田崎助教授

の研究室 とはほとんど分離できないはど密接に協力が行われておりますB

現在主力を置いている問題掘 ぺモグロ′ビン ,ミオグロビンのようにFe を含

んだ蛋白質分子の物性を∴deを童心として研究することです｡これ ら釘いわ

ゆる-ム琴白質分子セはiF6 は 二 ム と呼ばれる構造の中に組み込まれては

ば ocもahedr-左iに､6配鹿_a鳩 体の中,咋 なっていると見 られ ます｡1

-246-

●



基礎工学都府介

i ,2,3,4の配位座にはポルフ

ィリンのNが位置し.第 5配故座

にはア ミノ酸の-つである と或チ

ヂ ye)5員環 (イミダゾール)め

Nがあり.第 6配位座1こ0施 ,02

還元型〔Hさ叶) 酸化塑(H古M+)

High (q 拘 5S=_･2Spin. S - -2

Low 鞘 鞘

Spin S-∴0 _王S==- -2

co,off,FriN3k な どいろいろの te低分子 ''が配位しますOこの-ムは生理的

条件では還元塑ですが､空気中では容易に酸化型に移 りますOまた､その各々

につき､第 6配位座の分子の層 類によって基底状態でFeの 3d電子穀の合成ス

ピンが最大値二をとるいわゆ=るHighSpinの場合.ならびに最小値をとるLow

Spまnの場合があるLZ)で結局表で示すように4種の場合があり.還元型Lcw-

Spinの場合を除いては磁舞モーメントが 0でないので磁気的方法で研究を行

うことができます｡我々の実験室では動物の血液鷹肉等を原料としてこれ らの

-ム蛋白質を冷製しそれ らおよびその誘電体の単結晶を廃製し.それについて

磁化率の異方性 ,常磁性共鳴吸収 (EP･R)などを極低温までの広い温度範囲

で測定し.配位子場理論や分子軌道法による理論的解釈を与えることを行って

います.最もよくやっているのは上表の因の場合で. このとき基底状態のス ピ

ン6重項は3箇のKramers2重項にかなり大 きく分れてお り. これをDs22で

表わせばD～ 王Oc王㌻1であることがわか りましたOこのように大きいDの現わ

れるのは異なるスピン多重項の接近しているという-ムのFeに特有なエネルギ

ー準位構造に由来 し七いると考えられ..物性論的紅も興味ある場合であると思

われますoその雌.配位子場の対称性が国ではほぼもe七ragonalと見られるの

紅鞘では明らかにrhombicまたはmonoclinic.,.-L下っていることの理 由など

も換討しています｡実験暴鍵としては与れらのほかにIJo'ssbaぜr効果が考え

られ.装置の製作に着手していますotC)の場合の研究はこれか ら手をつける段

階です｡

以上のほか.今後の計画として､-方で異常ヘモグロビンの研究.-ムヘム

相互作用の研究 ,チ トクロムCrLついての研究等についての準備 (第一歩は試 t

料.とくに単結晶試料の作製)を進めており.他方ではこれら蛋白質分子の高

次構造の物理 ･化学的板艶を明らかにすること.できれば-次構造か ら高次構

造を説明することを目標として.まず分子間力の理論的及び経験的換封を始め
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ていますo これはいわゆる分子の内部回転を制約するカの分析 .水素鈷合の問題

題･;芳香族分子のJl電子系間に働く力の問題 ,さらに水溶液中における疎水結

合などの問題が含まれていますQ

我々のグループか らの主な発表論文 .'

M.KOTm I: PTOg.TheoT.Phys..-SllPPl.No.ユ7 ,4.(1961)

(-ム蛋白質の有効磁気モーメントの理論)

M.KOTm I: Revs.ModernPhys. (1963)

(パラメーターDの理論等〕

M.KOTANI: Biopoly野er,Symposia hT0.1 ,63(エ964)

(-ム鉄の軌道エネルギーとイ ミグゾ-ルの方位との関係)

K.OHNO,Y_TANm E 良 F.SASAK工,TheoT.Chin.Ac七a I,

378(ユ963) (鉄薫 ルフイタン鎗按の分子軌道)

M.KO黒船J工: Adv.Chem.Phys.7,156(エ964),

(-モグロビ ン等の常磁性の想説)

fI.lMORIMCTO eもaユ.Biophys.,'Biochim. Acta投稿車

(亨オグロビン単結晶の磁気異方性の轡定)

I.OTSUKA: ∫.Phys.Soc.Japan,投稿申

(_Teもragonalな対称性の場の中でのdn 電子配置のエネルギー準位)

(/lヽ 谷 記)

金 屑 物 理 研 究 室

我々のグル-プの研究分野は金属物性とよぶべき範封から実際上の冶金学に

近い (約えは材料の強度と云った)範囲までを含んでいますが. これを二つの

サブグJL'-プで分担してい毒形です..そのメ ンバーを下に. 2行にわけて書き

ます と.助手以上では,

勾 藤 田 , (井野) ,大鳥 ,山川

q)生島 ,藤井
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